
日本学生支援機構奨学金 予約採用手続きについて 

 

大学入学前に日本学生支援機構奨学金を申し込み、予約採用候補者となった方は 

インターネットから「進学届」を提出すると正式な奨学生として採用されます。 

 

１．対象者 

令和７年度大学等奨学生採用候補者決定通知 

（右の画像用紙）が手元にある方が対象です。 

 

 

 

※採用候補者決定通知において、支援区分：第Ⅳ区分（私立理工農）に採用された方は、 

京都美術工芸大学は私立理工農には該当しないため、給付奨学金対象とはなりませんので、ご注意ください。 

 

※第Ⅳ区分（私立理工農）に採用された方、また新規で奨学金を申請される方は 4 月中旬頃から申込開始の 

在学採用で申し込むことができます。詳しくは新入生ガイダンス、HP 等でご確認ください。 

 

 

 



 

２．予約採用候補者の手続きの流れ 

 

4 月採用希望者の手続きの流れ 

 ① 3 月 24 日（月）までに提出書類チェックシートに記載されている必要書類を大学に提出（郵送/持参） 

  （不備があった場合は 5 月採用手続きになります） 

 ② 4 月 1 日（火） 新入生ガイダンスで進学届に必要な ID・パスワードを配付 

 ③ 4 月 7 日（月）までに「進学届」を提出（入力送信） 

 ④ 4 月 21 日（月）に 4 月分振込（採用決定） 

 

5 月採用希望者の手続きの流れ 

① 4 月 18 日（金）までに提出書類チェックシートにに記載されている必要書類を大学に提出（持参のみ） 

② 事務局で書類確認後、「進学届」に必要な ID・パスワードを配付 

③ 4 月 23 日（水）までに「進学届」を提出（入力送信） 

④ 5 月 16 日（金）に 4 月、5 月分振込（採用決定） 

 

≪「進学届」提出時の注意事項≫ 

・進学届を提出した際に辞退した奨学金はいかなる理由であれ辞退を取り消すことはできません。 

辞退は慎重に行ってください。 

 

 ※給付奨学金の第Ⅰ区分・第Ⅱ区分採用者は併給調整により第一種貸与奨学金の支給月額は「0 円」になり 

ます。 

毎年 10 月に行われる「家計の適格認定」により、支援区分の見直しで支援区分が支援対象外になった場合は、 

第一種貸与奨学金の希望月額の振込が再開されます。 

 第一種貸与奨学金「0 円」を受けて、第二種貸与奨学金を新規で申し込まれる場合は 4 月中旬頃に行われる 

「在学採用」で新規申込手続きを行ってください。「在学採用」については後日、別途 HP でお知らせします。 

 

≪「給付奨学金」の予約採用候補者の方へ≫ 

日本学生支援機構の「給付奨学金」の採用候補者に決定している方は、採用された支援区分（多子世帯は第Ⅰ区

分に相当）に応じて、高等教育の修学支援新制度により、入学金および授業料等の減免対象となります。本学では

後期の授業料より前期分減免額を相殺、後期分減免額は 3 月頃に還付いたします。 

※多子世帯の方は授業料等減免対象者になります。予約採用時に申請されていない方は「在学採用」で新規申込

の手続きをお願いします。 


